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「介護予防・日常生活圏域ニーズ調査」及び 
「在宅介護実態調査」の調査結果について（概要） 

 

１．調査の概要 

（１）調査の目的 

川西市では、令和３年度から令和５年度を計画期間とする「川西市高齢者保健福祉計画・第８期介

護保険事業計画」を策定するにあたり、その基礎資料を得るため本調査を実施した。 

このうち、「介護予防・日常生活圏域ニーズ調査」は、要介護認定を受けていない 65歳以上の市民

を対象として、要介護状態になる前のリスクや社会参加状況を把握し地域の抱える課題を特定するこ

となどを目的として実施し、「在宅介護実態調査」は主に在宅で要支援又は要介護の認定を受けてい

る市民を対象として、高齢者等の適切な在宅生活の継続と家族等介護者の就労継続に有効な介護サー

ビスのあり方を検討することを目的として実施した。 

 

（２）調査の設計 

 調査対象 調査期間 調査方法 

介護予防・日常生活

圏域ニーズ調査 

令和２年１月１日時点

で要介護認定を受けて

いない一般高齢者・総

合事業対象者・要支援

認定者   4,200人 

令和２年４月 16日～ 

令和２年４月 30日 
郵送配布・郵送回収 

在宅介護実態調査 

在宅の要支援・要介護

認定者のうち、令和元

年１２月 1日以前に更

新申請もしくは区分変

更申請による認定調査

を受けた人 1,000人 

令和２年４月 16日～ 

令和２年４月 30日 
郵送配布・郵送回収 

 

（３）回収状況 

 配布数 有効回収数 有効回収率 

介護予防・日常生活圏

域ニーズ調査 
4,200件 3,638件 86.6％ 

在宅介護実態調査 1,000件 837件 83.7％ 

 

（４）注意事項 

○回答は各質問の回答者数（ｎ）を基数とした百分率（％）で示してある。 

○小数点以下第２位を四捨五入しているため、内訳の合計が 100.0％にならない場合がある。  
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２．介護予防・日常生活圏域ニーズ調査 

【家族構成について】 

・家族構成は、「夫婦２人暮らし（配偶者 65 歳以上）」が 47.7％と最も高く、次いで「息子・娘との

２世帯」（20.9％）、「１人暮らし」（16.2％）となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【近居（おおむね 30分以内で行き来できる範囲）に家族・親せきはいるか】 

・近居の家族・親せきの有無については、「はい」が 56.6％、「いいえ」が 42.8％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

今後の高齢化を踏まえると１人暮らしの高齢者の増加が見込まれ、また、近居に家族や親せきが

いない人が４割以上いることから、地域における独居高齢者への見守りや声かけが必要です。 

また、高齢者夫婦世帯も多く、老々介護の可能性も高いと推測されます。できる限り住み慣れた

地域でいつまでも暮らし続けられるよう、地域包括ケアシステムの深化・推進が必要です。 

16.2 47.7

4.1

20.9 9.3 1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=3,638)

１人暮らし
夫婦２人暮らし（配偶者65歳以上）
夫婦２人暮らし（配偶者64歳以下）
息子・娘との２世帯
その他
無回答

56.6 42.8 0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=3,638)

はい いいえ 無回答
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【運動器の機能低下リスク】 

・心身機能の衰えを確認するための「基本チェックリスト」では、下の５つの設問に対する回答から、

高齢者の運動機能に関してリスク判定をしている。 

・今回の調査票に含まれる以下の設問５問中３問以上に該当した場合に運動器の機能低下の「リスク

あり」に該当する。 

問番号 設問 該当する選択肢 

３（１） 階段を手すりや壁をつたわらずに昇っていますか できない 

３（２） 椅子に座った状態から何もつかまらずに立ち上がっていますか できない 

３（３） 15分位続けて歩いていますか できない 

３（４） 過去１年間に転んだ経験がありますか 何度もある/１度ある 

３（５） 転倒に対する不安は大きいですか とても不安である/やや不安である 

 

・年齢別にみると、年齢が上がるにつれて運動器の機能低下の「リスクあり」に該当する人の割合が

高くなっており、85歳以上では 41.9％と４割以上を占めている。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年齢が高くなるにつれ、運藤機能の低下がみられ、特に 75 歳を境に運動機能低下のリスクがあ

る人の割合が増加しています。今後の高齢化の進行を鑑みると、前期高齢者（65～74 歳）のうち

からの介護予防の取組みが必要です。 

6.1

7.6

14.9

21.8

41.9

93.5

92.0

84.0

76.4

57.5

0.4

0.4

1.1

1.8

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

65～69歳

（n=755）

70～74歳

（n=1,050）

75～79歳

（n=888）

80～84歳

（n=618）

85歳以上

（n=320）

リスクあり リスクなし 無回答
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【地域活動への参加意向】 

・地域活動への参加者としての参加意向については、「参加してもよい」が 48.0％と最も高く、「是

非参加したい」（5.4％）と合わせると、半数以上の人に参加意向があることがわかる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

【「通いの場」への参加状況】 

・介護予防にもなりうる「通いの場」への参加頻度については、「参加していない」が 68.3％と最も

高く、参加している人は 7.5％と１割未満となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

【スポーツ関係のグループやクラブへの参加状況】 

・スポーツ関係のグループやクラブへの参加状況については、「参加していない」が 53.6％と半数以

上を占め最も高い一方で、参加している人は 26.1％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【家での水や食料の備蓄状況】 

介護予防のための通いの場へ参加している割合は低い一方で、スポーツ関係のグループ・クラブ

へ参加している割合は高くなっています。こういった元気な高齢者と地域におけるつながりや支え

合いの関係づくりを構築・深化していくことが課題となります。 

また、地域活動等への参加意向は高い反面、実際の活動への参加は少ない状況がみられます。地

域活動等の周知ができていないことや、時間や場所などにより参加したくてもできない状況も考え

られることから、情報提供の方法や実施方法などについて工夫をしていく必要があります。 

5.4 48.0 37.0 5.8 3.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=3,638)

是非参加したい 参加してもよい

参加したくない 既に参加している

無回答

3.8

8.9

5.5

5.4

2.5

53.6 20.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=3,638)

週４回以上 週２～３回 週１回
月１～３回 年に数回 参加していない
無回答

0.4

0.6

1.5

2.2

2.8

68.3 24.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=3,638)

週４回以上 週２～３回 週１回
月１～３回 年に数回 参加していない
無回答
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【家での水や食料の備蓄状況】 

・家で水や食料を何日分備蓄しているかについては、「１～３日分」が 43.8％と最も高く、次いで「４

～７日分」（27.0％）、「備蓄していない」（19.6％）となっている。 

 

 

 

 

 

【家の大きい家具等を固定しているか】 

・家の大きい家具や冷蔵庫を地震で倒れないように固定しているかについては、「していない」が

56.2％と半数以上を占め最も高く、次いで「しているが半分未満」（28.2％）となっている。 

 

 

 

 

 

【「避難準備・高齢者等避難開始」発令時の行動】 

・災害時、行政機関から「避難準備・高齢者等避難開始」が発令されたらすぐに避難するかについて

は、「たぶん避難する」が 46.7％と最も高くなっている。一方で、「たぶん避難しない」・「避難しな

い」を合わせた『避難しない』割合は 26.9％と２割以上となっている。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家での水・食料の備蓄状況については、２割近くの人が「備蓄していない」状況です。また、家

の大きい家具の固定については、半数以上が固定「していない」状況です。 

「避難準備・高齢者等避難開始」発令時の行動については、「たぶん避難しない」・「避難しない」

を合わせた『避難しない』人の割合が２割以上を占めています。 

災害時の早めの避難行動や日頃からの準備に関して、高齢者の方への意識啓発を行う必要があり

ます。 

19.6 43.8 27.0 7.4 2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=1,799)

備蓄していない １～３日分

４～７日分 ８日分以上

無回答

24.1 46.7 22.2 4.7 2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=1,799)

避難する たぶん避難する

たぶん避難しない 避難しない

無回答

56.2 28.2 9.7 4.1 1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=1,799)

していない しているが半分未満

半分以上している すべてしている

無回答
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28.9

18.5

18.5

13.1

12.6

5.8

30.2

0 20 40

外出の際の移動支援サービス １

定期的に声をかけてくれる見守り １

介護予防を含めた健康事業 １

買物代行サービス １

草引きや簡単な家事をしてくれるボラン１

ティア １

その他 １

無回答 １

全体

（n=3,638)

（％）

ｖ

ｖ

【住んでいる地域でずっと暮らし続けるために必要なサービス】 

・住んでいる地域でずっと暮らし続けるために必要なサービスについては、「外出の際の移動支援

サービス」が 28.9％と最も高く、次いで「定期的に声をかけてくれる見守り」（18.5％）、「介護

予防を含めた健康事業」（18.5％）となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【移動支援サービスを利用したい時】 

・どのような時に移動支援サービスを利用したいかについては、「通院」が 50.4％と半数以上を占

め最も高く、次いで「買物」（22.5％）となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

住んでいる地域でずっと暮らし続けるために必要なサービスでは、移動支援サービスが最も高く、

特に「通院」や「買物」の際に利用意向があることが分かります。 

高齢者の外出支援サービス等の取組について、検討していく必要があります。 

22.5 50.4 9.2

0.9

1.4

15.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=1,052)

買物
通院
公共交通機関利用のため
地域のカフェやサロンへ参加するため
その他
無回答
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32.6

22.0

20.7

17.2

16.7

14.5

11.9

10.0

9.8

6.3

25.3

0 10 20 30 40

移送サービス（介護・福祉タクシー等)  

外出同行（通院、買い物など） １

掃除・洗濯 １

配食 １

見守り、声かけ １

買い物（宅配は含まない） １

ゴミ出し １

調理 １

サロンなどの定期的な通いの場 １

その他 １

特になし １

全体

（n=837)

（％）

３．在宅介護実態調査 

【施設等への入所・入居の検討状況】 

・施設等への入所・入居の検討状況については、「入所・入居は検討していない」が 72.8％と最も高

く、「入所・入居を検討している」・「すでに入所・入居申し込みをしている」を合わせた『施設利

用意向者』の割合は 22.9％と２割以上となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

【今後の在宅生活の継続に必要な支援・サービス】 

・今後の在宅生活の継続に必要と感じる支援・サービスについては、「移送サービス（介護・福祉タ

クシー等）」が 32.6％と３割以上を占め最も高く、次いで「外出同行（通院、買い物など）」（22.0％）、

「掃除・洗濯」（20.7％）となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設等への入所・入居は検討していない人が７割以上を占め多くなっています。また、在宅生活

の継続に必要な支援・サービスについては、移送サービス・外出同行といった外出に関する支援が

多くなっています。 

出来る限り住み慣れた場所で住み続けられるよう、地域と連携した支援のあり方について検討が

求められます。 

72.8 15.5 7.4 4.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=837)

入所・入居は検討していない

入所・入居を検討している

すでに入所・入居申し込みをしている

無回答
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35.1

31.7

28.8

28.6

27.8

25.2

24.4

19.8

15.7

15.5

8.3

7.3

7.1

6.7

12.7

6.0

0.8

5.0

0 10 20 30 40 50

外出の付き添い、送迎等 １

認知症状への対応 １

その他の家事（掃除、洗濯、買い物等）１

入浴・洗身 １

食事の準備（調理等） １

金銭管理や生活面に必要な諸手続き １

夜間の排泄 １

日中の排泄 １

服薬 １

屋内の移乗・移動 １

衣服の着脱 １

医療面での対応（経管栄養、ストーマ等）

身だしなみ（洗顔・歯磨き等） １

食事の介助（食べる時） １

その他 １

不安に感じていることは、特にない １

主な介護者に確認しないと、わからない１

無回答 １

全体

（n=496）

（％）

【主な介護者が不安に感じる介護】 

・主な介護者が不安に感じる介護等については、「外出の付き添い、送迎等」が 35.1％と３割以上を

占め最も高く、次いで「認知症状への対応」（31.7％）、「その他の家事（掃除、洗濯、買い物等）」

（28.8％）となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な介護者が不安に感じる介護については、「外出の付き添い、送迎等」に次いで、「認知症状へ

の対応」が高くなっています。 

認知症支援体制の充実、在宅での介護を支援する各種サービスや相談窓口などについての周知が

必要です。 
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【主な介護者の勤務形態】 

・主な介護者の勤務形態については、「働いていない」が 52.6％と半数以上を占め最も高くなってい

る。「フルタイムで働いている」・「パートタイムで働いている」を合わせた『働いている』割合は

37.5％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【今後の仕事と介護の両立に関する継続意向】 

・今後も働きながら介護を続けていけそうかについては、「問題はあるが、何とか続けていける」が

60.8％と６割以上となっている。一方で、「続けていくのは、やや難しい」・「続けていくのはかな

り難しい」を合わせた『難しい』と感じている人の割合は 19.9％と２割近くとなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

19.2 18.3 52.6

1.0

8.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=496)

フルタイムで働いている
パートタイムで働いている
働いていない
主な介護者に確認しないと、わからない
無回答

12.9 60.8 9.7 10.2

2.7

3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=186)

問題なく、続けていける
問題はあるが、何とか続けていける
続けていくのは、やや難しい
続けていくのは、かなり難しい
主な介護者に確認しないと、わからない
無回答
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32.3

28.5

28.5

22.6

9.7

9.7

9.7

8.6

3.2

13.4

5.9

5.9

0 10 20 30 40 50

介護休業・介護休暇等の制度の充実 １

制度を利用しやすい職場づくり １

労働時間の柔軟な選択（フレックスタイム

制など） １

介護をしている従業員への経済的な支援１

自営業・フリーランス等のため、勤め先は

ない １

仕事と介護の両立に関する情報の提供 １

介護に関する相談窓口・相談担当者の設置

働く場所の多様化（在宅勤務・テレワーク

など） １

その他 １

特にない １

主な介護者に確認しないと、わからない１

無回答 １

全体

（n=186）

（％）

【仕事と介護の両立のために望む勤め先からの支援】 

・仕事と介護の両立のために望む勤め先からの支援については、「介護休業・介護休暇等の制度の充

実」が 32.3％と３割以上を占め最も高く、次いで「制度を利用しやすい職場づくり」（28.5％）、「労

働時間の柔軟な選択（フレックスタイム制など）」（28.5％）、「介護をしている従業員への経済的な

支援」（22.6％）となっている。 

 

 

仕事と介護の両立を続けていると回答している人が７割以上を占めているものの、一方で、継続

は難しいと感じている人も２割近くとなっています。 

仕事と介護を両立するために各種制度の充実とともに、環境整備が望まれています。事業所等へ

の制度周知とともに、多様な働き方についての周知なども必要です。 


